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フグ類などが存在することも明らかになっている。さらに、ワラスボ、シタビラメ

類等の魚類は栄養段階最上位のサメ・エイ類等に重要な餌として利用されているこ

とから、貝類の動態には当初予想されていたよりも多くの種が直接的かつ間接的に

関与しているものと推察される。また、ナルトビエイの増加要因としては、貝類の

減少に伴う摂餌場所の変化や海水温の上昇に加え、ナルトビエイの捕食者となりう

るシュモクザメなどのサメ類の動向により間接的にもたらされたトップダウン効

果の影響であったことなどが考えられている（山口 2013）。 

 

 

 
図 4.4.149  有明海におけるサメ・エイの漁獲量とエイ･貝類漁獲量 



４章 4(9)有明海全体 

4-4(9)-23 

② 夏期の赤潮 

有明海における赤潮被害発生件数は 1998 年から 2003 年までは高い傾向であった

が、2005 年以降は横ばいである（図 3.8.9 参照）。2011 年から 2015 年まで海域毎

のデータを整理すると、赤潮はＡ１海域で最も多く発生し、Ａ１海域に隣接するＡ

３海域、および熊本県沿岸であるＡ４でも発生件数が多い（図 4.4.150）。干潟域

であるＡ１海域を除くと、いずれの海域でも5～9月の夏期の赤潮発生件数が多く、

夏期は珪藻のみならず、渦鞭毛藻及びラフィド藻による赤潮発生が多い（図 

4.4.151）。 

赤潮による漁業被害については第３章 8.赤潮に示した。有明海では、夏期にラ

フィド藻などの有害赤潮が頻発している。特に有害な Chattonella 属については、

1998 年、2004 年、2007 年～2010 年にかけて、赤潮発生規模が大きくなっている（図 

4.4.151）。 

 
 

 

図 4.4.150 有明海における海域別赤潮発生件数 

出典：水産庁九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（平成 23～27 年）」

をもとに環境省が作成 
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図 4.4.151 有明海における２種有害赤潮生物の赤潮発生規模の推移 
出典：水産庁九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（昭和 53 年～平成 27年）」

をもとに環境省が整理 

赤潮の発生規模（出現密度と発生期間）を反映するため、以下のように総出現細

胞数を算出した 

総出現細胞数＝赤潮発生期間（日）×最高出現密度（cells/mL） 

当該年に複数回赤潮が発生した場合、発生毎に上記の計算を行って合計した 

 

 

夏期に発生する鞭毛藻赤潮のうち、Chattonella 属や Heterosigma 属の赤潮はＡ１

～Ａ３海域及びＡ６海域では夏期に高密度となる。図 4.4.151 に両属の赤潮発生規

模の経年変化を示した。Chattonella 属による赤潮の発生規模は、1998 年、2004 年、

2007～2010 年及び 2015 年に大きくなっており、どの程度漁獲量の減少に影響を与

えたのか不明であるが、赤潮発生海域では天然魚類のへい死（図 4.4.152）などが

発生している。Heterosigma 属の発生規模は 1995 年、2002 年、2004 年、2011 年及



４章 4(9)有明海全体 

4-4(9)-25 

び 2015 年に大きくなっている。 

 
図 4.4.152 有明海において Chattonella 属赤潮発生時に死亡した 

天然コノシロやボラ類 
出典：水産研究・教育機構提供資料 

 

 

ラフィド藻である Chattonella 属や Heterosigma 属は魚類等へ幅広く毒性を示す

ことが既に知られており、天然魚類のへい死はこれら赤潮生物が有する魚毒性によ

って引き起こされている。また天然魚介類はこうした毒性の高い赤潮に遭遇すると

逃避行動をとることが知られている。 

 

有明海ではＡ７海域（島原半島南部および天草海域）において魚類養殖が行われ

ており、Chattonella 属による赤潮発生時は養殖魚のへい死が認められている。2009

年 7 月下旬には赤潮発生時に北風が卓越したため、有明海奥部で発生していた赤潮

が短時間で南下、橘湾へと流出し、4億円を越える漁業被害が発生した（図 4.4.153）。 
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図 4.4.153 有明海・橘湾海域における Chattonella 属栄養細胞分布の経時変化 

出典：有明海沿岸４県による調査結果を水産研究・教育機構が整理した 
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図 4.4.154 2009 年 7 月下旬に観測された有明海表層水の南下減少 

出典： 長崎県提供資料 

 

図 4.4.154 に示したように、2009 年に橘湾で赤潮が発生した際に、北風によっ

て有明海湾奥海水は急速に有明海南部に移送されていたことが判明し、有明海側の

赤潮が橘湾に輸送されたことがほぼ解明された（Aoki et al. 2015）。 
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c) まとめ 

有明海の魚類の漁獲量は 1987 年をピーク（13,000ｔ台）に減少傾向を示し、1999

年には 6,000t を割り込んでいる。有明海の主要魚種の大半は底生種であり、そう

した種の漁獲量が減少しているが、特にウシノシタ類、ヒラメ、ニベ・グチ類及び

カレイ類の漁獲量は、1980 年代後半から減少を続け、1990 年代後半に過去（1976

年以降）の漁獲統計値の最低を下回っている。 

 

① 魚類等の再生産機構 

有明海の奥部の干潟・河口・浅海域は、多くの魚類等の産卵・成育の場となるな

ど、重要な機能を果たしている。 

有明海の主要な魚類等の減少要因として、貧酸素水塊の発生等の生息環境（底層

環境や仔稚魚の輸送経路、仔稚魚の成育場）の変化と、生息場（特に仔稚魚の成育

場）の縮小などの可能性が挙げられる。 

また、生態系構造の変化により魚類の種組成に変化が生じ、資源として利用され

ている魚類が減少した可能性もある。特に、エイ類については 1990 年代後半から

増加が指摘されており、捕食者であるサメ類の減少や水温上昇の影響がその要因と

して考えられるほか、餌生物を同じくする底生魚類（競合種）の減少を引き起こし

た可能性も考えられる。しかし、2001 年以降エイ類は概ね減少傾向にある。 

その他に考えられる魚類資源の減少要因としては、漁獲圧があげられるが、有明

海において魚類等への漁獲圧が大きく増加したとは考えにくい。 

 

② 夏期の赤潮 

有明海の Chattonella 属赤潮（ラフィド藻の一種）については、1998 年、2004

年、2007～2010 年及び 2015 年に発生規模が大きくなっている。赤潮発生地域では

どの程度漁獲量の減少に影響を与えたのか不明であるが、天然魚類のへい死などが

発生している。2009 年夏においては、有明海湾奥部で発生した赤潮が、橘湾へと流

入する現象が認められ、養殖魚のへい死を生じさせた。 
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（１０）Ｙ１海域（八代海湾奥部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ１海域(八代海湾奥部)は図 4.4.155 に示すように、八代海奥部に位置している。 

滝川ら(2004)によると、最奥に流入する大野川をはじめとした二級河川が６河川

流入しており、さらには球磨川からの影響もあり、河川からの影響を大きく受けて

いると考えられる 1)。また、この海域の潮汐流動は有明海の影響を受けていると考

えられている 1)。滝川ら(2004)では、３次元の流動解析の結果、八代海の潮汐変動

は有明海と連動しており 1)、田井ら(2007)では、八代海の M2潮振幅は有明海の影響

を受けて増加し、逆に有明海では八代海の影響により減少し、その影響は、湾奥部

で M2潮振幅の 10％とかなり大きいと考えられている 2)。 

滝川ら(2004)によると、水質については、水温が冬期に八代海湾口部より低くな

り、塩分は年間を通じて八代海内で最も低く、年較差が 8psu と大きい。また、栄

養塩類(NH4-N)も季節変動が大きく、濃度も高いと報告している 1)。 

底質については、シルトから極細粒砂が分布している（図 3.5.6）3)。 

貧酸素水塊について、夏期の小潮期に水深 10ｍ以深で溶存酸素量が 2-3mg/L を下

回ることが確認されている（熊本県提供資料，2013）。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 15件である（図 4.4.190

参照）。珪藻類やラフィド藻を主体とした赤潮発生頻度が高い。 

魚類養殖場はほとんど存在しない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.155 Ｙ１海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ１海域では 1970 年頃のベントスのモニタリング結果が無く、1970 年頃と現在

の変化は不明である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定す

ることは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.157 に示すように、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、2地

点のうち Ykm-2 で種類数は環形動物に減少傾向がみられた。全体の出現主要種の推

移をみると、棘皮動物の出現頻度が高くなっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4.4.156 Ｙ１海域におけるベントス調査地点 

Ykm-1 
Ykm-2 



４章 4(10)Ｙ１海域 

4-4(10)-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 図 4.4.157(1) Ｙ１海域におけるベントスの推移(Ykm-1)  

出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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図 4.4.157(2) Ｙ１海域におけるベントスの推移(Ykm-2)  
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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Ｙ１海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-1 では、2005 年から

2008 年までは、主要種のなかで二枚貝類

は多かったが、2009 年以降は紐形動物門

が多くなっている。 

総個体数が多かった 2006 年 8 月及び

2007 年 8 月にはホトトギスガイが多くみ

られた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.15 (1) Ｙ１海域におけるベントスの出現主要種の推移 

年月 種名 個体数割合

環形動物門 ｹﾔﾘﾑｼ科 26.4%
紐形動物門 紐形動物門 18.2%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 12.0%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 62.3%
紐形動物門 紐形動物門 14.0%
環形動物門 Capitella sp. 9.8%
軟体動物門 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 38.4%
軟体動物門 ﾄﾗｲﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 16.9%
環形動物門 Glycinde sp. 10.3%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 8.5%
環形動物門 ﾀﾝｻﾞｸｺﾞｶｲ科 8.3%
軟体動物門 ｽｲﾌｶﾞｲ科 8.0%
節足動物門 Corophium sp. 65.4%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 6.6%
紐形動物門 紐形動物門 3.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 87.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｱｻﾘ 8.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｵﾌｷｶﾞｲ 0.4%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 64.1%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 3.5%
紐形動物門 紐形動物門 3.5%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 14.0%
節足動物門 ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ 12.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 12.1%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 14.1%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 11.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.2%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 46.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｱｻﾘ 15.7%
環形動物門 Chaetozone sp. 7.9%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 18.2%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 12.5%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 9.5%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 16.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 9.5%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 5.7%
棘皮動物門 ﾅﾏｺ綱 13.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 13.1%
環形動物門 ﾊﾎﾞｳｷｺﾞｶｲ科 12.0%
軟体動物門 ｴﾄﾞｶﾞﾜﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ 22.5%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 11.6%
紐形動物門 紐形動物門 10.0%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 10.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 22.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 13.6%
紐形動物門 紐形動物門 6.7%
紐形動物門 紐形動物門 10.9%
軟体動物門 ﾏﾒｳﾗｼﾏｶﾞｲ 8.4%
環形動物門 Mediomastus sp. 7.7%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 27.5%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 24.9%
紐形動物門 紐形動物門 4.8%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 35.0%
節足動物門 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 7.7%
紐形動物門 紐形動物門 6.9%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 28.2%
節足動物門 Ampelisca sp. 10.6%
紐形動物門 紐形動物門 9.4%
環形動物門 Mediomastus sp. 23.8%
紐形動物門 紐形動物門 8.9%
節足動物門 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 8.2%
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【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-1 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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Ｙ１海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-2 では、2005 年から

2009 年までは主要種のなかで軟体動物門

が多くみられたが、2013 年以降は棘皮動

物が多くみられるようになっている。 

総個体数が多かった 2005 年 5 月、2006

年 5 月、同年 8 月及び 2007 年 5 月にはシ

ズクガイ、2007 年 2 月には Corophium sp.

（ドロクダムシ類）が多くみられた。 

なお、汚濁耐性種で強内湾性の海域に

生息できるとされているシズクガイが

2005年から断続的に主要種となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

表 4.4.15 (2) Ｙ１海域におけるベントスの出現主要種の推移 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 67.0%
軟体動物門 ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ科 8.9%
環形動物門 Nephtys sp. 3.8%
軟体動物門 二枚貝類 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 37.3%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 15.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 4.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 28.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 23.5%
紐形動物門 紐形動物門 6.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｲｶﾞｲ科 21.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.8%
軟体動物門 二枚貝類 Musculista sp. 13.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 53.8%
環形動物門 Nephtys sp. 9.0%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 6.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 36.7%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 16.9%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 11.9%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 12.5%
紐形動物門 紐形動物門 9.6%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 8.7%
節足動物門 Corophium sp. 55.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 7.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 4.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 29.7%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 24.9%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 7.4%
節足動物門 Corophium sp. 7.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 28.1%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 10.8%
紐形動物門 紐形動物門 10.1%
軟体動物門 Phoronis sp. 29.5%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 9.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 8.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 43.4%
環形動物門 Nephtys sp. 8.2%
紐形動物門 紐形動物門 7.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 56.5%
紐形動物門 紐形動物門 6.4%
環形動物門 Nephtys sp. 6.2%
紐形動物門 紐形動物門 10.6%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 10.2%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 9.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 19.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.7%
紐形動物門 紐形動物門 9.9%
紐形動物門 紐形動物門 11.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 11.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾌﾞﾝﾌﾞｸﾔﾄﾞﾘｶﾞｲ科 5.9%
紐形動物門 紐形動物門 12.6%
環形動物門 Nephtys sp. 9.6%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 7.4%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 9.1%
軟体動物門 ｹﾎﾞﾘｶﾞｲ属 7.4%
節足動物門 ﾉｺﾊﾞｵｻｶﾞﾆ 7.4%
環形動物門 Heteromastus sp. 27.3%
節足動物門 ﾖｺﾅｶﾞﾓﾄﾞｷ 18.2%
線形動物門 線虫綱 9.1%
節足動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 9.1%
軟体動物門 二枚貝類 ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ科 25.7%
節足動物門 ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 11.0%
棘皮動物門 ﾄｹﾞｲｶﾘﾅﾏｺ 8.7%

Y-1
Ykm-2

2006/05

2006/08

2006/11

2005/05

2005/08

2005/11

2006/02

2014/08

2015/01

2014/02

門等

2007/05

2008/11

2007/11

2008/02

2008/07

2009/07

2009/10

2013/08

2007/02

2007/08

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-1 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる可能性がある底質について、1970

年頃からのモニタリング結果がないため、ここでは 2003 年以降の調査結果から要

因の考察を行うこととした。 

全 2調査地点のうち 1地点（Ykm-1）は粘土・シルト分が 30～100％程度で変動し

ていたが2008年以降は100％に近い値で推移しており、底質の泥化傾向がみられた。

他の 1地点（Ykm-2）では粘土・シルト分が 100％に近い値で推移し、単調な変化傾

向（細粒化、粗粒化傾向）はみられなかった。 

底質の硫化物について、全 2地点で 0.05～0.9mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった。 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 2 地点のうち 1 地点（Ykm-1）で 4～9％程

度であり、増加傾向がみられた。他の 1地点では 7～9％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2 地点で 3～18mg/g 程度であり、増加

傾向がみられた。(図 4.4.158)。 
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図 4.4.158 Ｙ１海域における底質の推移 

（図 4.4.156 Ｙ１海域におけるベントス調査地点と同じ地点） 
出典：環境省調査結果 
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これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータか

ら、全 2地点のうち 1地点で底質の泥化傾向がみられ、他の 1地点では粘土・シル

ト分が 100％に近い値で推移していた。底質の動向とベントスの生息に明確な関係

の有無は確認されなかった。 

 

 

 
 

c) その他 

八代海最奥部においては、1964 年に不知火干拓の潮止めが実施された。不知火干

拓が海域に突き出した特殊な地形であることから、同干拓地北部の海域において土

砂堆積が進行している。 
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ウ）有用二枚貝の減少 

本海域では、アサリについて、かつては、漁獲がみられたが、現在は減少してい

る。タイラギやサルボウについて、生息に関する情報がほとんどない。 

 

a) アサリ 

① 現状の問題点の特定 

八代海では主にＹ１及びＹ２海域（球磨川河口右岸から宇城市に至る八代海奥部

の干潟）を中心としてアサリの漁獲が認められており、2008 年のＹ１海域では 920 

t に達していた（図 4.4.159）。本海域は河口干潟に属するため、大雨時の淡水流入

による突発的なへい死、台風等による逸散が多い。2011 年の梅雨時期の大雨により

アサリの大量へい死がみられて以降、漁獲量は 20 t 以下で推移するなど低迷して

おり、資源の回復に至っていない。 

 

 
図 4.4.159 八代海Ｙ１海域におけるアサリ漁獲量の推移 

（2005～2015 年熊本県提供資料） 

 

 

② 要因の考察 

資源の回復が見られない要因として、近年は競合生物であるホトトギスガイの大

量発生、ナルトビエイによる食害なども指摘されている。本海域のナルトビエイ群

に関しては、有明海のナルトビエイ群に比較して、大型であることが報告されてお

り、資源量の減少したアサリ母貝にとって、その捕食圧は無視できない。なお、梅

雨時期の大雨による低塩分水の影響を懸念する声がある。 

 



４章 4(10)Ｙ１海域 

4-4(10)-11 

 
図 4.4.160 熊本県有明海域及び八代海域で捕獲されたナルトビエイの平均体重 

出典： 熊本県提供資料 
 

 

アサリの浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中

で、保護すべき資源量の把握など資源の持続的な利用に向けた知見が得られていな

いことが課題の一つとして挙げられる。 

 

 

エ）まとめ 

八代海における生物・水産資源に係る問題点として、「ベントスの変化」、「有用

二枚貝の減少」、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」の４項目を取り上げ、問

題点の有無の確認を行い、これらの問題点の原因・要因の考察や海域の物理環境等

の現状・変化について整理した。 

Ｙ１海域（八代海湾奥部）では、問題点として「有用二枚貝の減少」がみられ、

その原因・要因の考察を行った。ベントス（底生生物）について問題の有無は確認

されなかった。 

なお、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」に関する原因・要因の考察は八

代海全体でまとめて別に記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、1970 年頃のデータが無く、1970 年頃と現在の変化は不明

である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定することは困難

であるが、傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、全 2地点中 1地点

（Ykm-2）で環形動物門の種類数に減少傾向がみられたが、これ以外の分類群及び

他の 1地点での種類数及び個体数は単調な増加・減少傾向がみられなかった。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2003 年以降にお

けるデータから、全 2調査地点のうち 1地点で底質の泥化傾向がみられ、他の 1地

点では粘土・シルト分が 100％に近い値で推移していた。また、本海域では底質の

動向とベントスの生息に明確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）については、全 2地点のうち 1地点（Ykm-1）は粘土・

シルト分が 30～100％程度で変動していたが 2008 年以降は 100％に近い値で

推移しており、底質の泥化傾向がみられた。他の 1 地点（Ykm-2）では粘土・

シルト分が 100％に近い値で推移し、単調な変化傾向（細粒化、粗粒化傾向）
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はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全 2 地点で 0.05～0.9mg/g 程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全 2地点のうち 1地点（Ykm-1）で 4～

9％程度であり、増加傾向がみられた。他の 1地点では 7～9％程度であり、単

調な増加・減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2 地点で 3～18mg/g

程度であり、増加傾向がみられた。 

 

 

 

アサリについては、2008 年以降に漁獲量が減少している。 

アサリの浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中

で、保護すべき資源量の把握など資源の持続的な利用に向けた知見が得られていな

いことが課題の一つとして挙げられる。 

その他、アサリの減少を引き起こすおそれのある要因の一つとして、ナルトビエ

イによる食害がある。八代海における食害量のデータはないものの、有明海のデー

タからその可能性が類推される（有明海に比べ、ナルトビエイが大型であるとの報

告がある）。 
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（１１）Ｙ２海域（球磨川河口部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ２海域(球磨川河口部)は図 4.4.161 に示すように、球磨川河口部に位置してい

る。 

本海域は滝川ら(2004)によると球磨川の影響を大きく受けていると考えられる 1)。

また、滝川ら(2004)では、この海域の潮汐流動は有明海の影響を受けていると考え

られており 1)、３次元の流動解析の結果、八代海の潮汐変動は有明海と連動してお

り 1)、田井ら(2007)では、八代海のM2潮振幅は有明海の影響を受けて増加しており、

逆に有明海では八代海の影響により減少しており、その影響は、湾奥部で M2潮振幅

の 10％とかなり大きいと考えられている 2)。 

水質については、滝川ら(2004)、田井ら(2007)は水温が冬期に八代海湾口部より

低くなることを報告しており 1)､2)、滝川ら(2004)は夏期の降雨時には透明度が低く

なること、栄養塩類(NH4-N)の季節変動が大きいことも報告している 1)。 

底質については、シルトから極細粒砂が分布している（図 3.5.6）3)。 

貧酸素水塊について、夏期の小潮期に水深 10ｍ以深で溶存酸素量が 2-3mg/L を下

回ることが確認されている（熊本県提供資料，2013）。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 21 件である（図 4.4.190

参照）。珪藻類やラフィド藻を主体とした赤潮発生頻度が高い。 

八代海と有明海の接続海域を中心に、魚類養殖場やクルマエビ養殖場が存在する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.161 Ｙ２海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ２海域では 1970 年頃のベントスのモニタリング結果が無く、1970 年頃と現在

の変化は不明である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定す

ることは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.163 に示すように、2005 年以降の全 1調査地点（Ykm-3）におけるデータ

から、種類数、個体数ともに全ての分類群で経年的に単調な増加・減少傾向はみら

れなかった。全体の主要種に大きな変化はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.162 Ｙ２海域におけるベントス調査地点 

Ykm-3 
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Ｙ２海域における出現主要種の変遷（個体数）をみると、2005 年から 2015 年まで

継続的に環形動物が多い。 
 

図 4.4.163 Ｙ２海域におけるベントスの推移 
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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Ｙ２海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、主要種のなかで環形動物門

が多くみられ、2013 年以降は二枚貝類が

みられなくなった。 

総個体数が多かった 2005 年 5 月、2006

年 5 月及び 2007 年 5 月にはシズクガイ、

2007 年 2 月にはホトトギスガイ、2008 年

2 月にはダルマゴカイが多くみられた。 

なお、2009 年までは汚濁耐性種で強内

湾性の海域に生息できるとされているシ

ズクガイも主要種となっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.16 Ｙ２海域におけるベントスの出現主要種の推移 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 79.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 4.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 2.5%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 27.0%
環形動物門 Heteromastus sp. 10.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 8.0%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 49.1%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 18.9%
環形動物門 Heteromastus sp. 13.2%
環形動物門 Mediomastus sp. 13.2%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 18.8%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 6.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 6.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 64.4%
節足動物門 ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ 4.6%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 3.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 10.5%
紐形動物門 紐形動物門 9.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 9.9%
棘皮動物門 ｲｶﾘﾅﾏｺ科 8.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 13.3%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 9.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 5.3%
環形動物門 Prionospio sp. 5.3%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 37.2%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 16.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 6.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 37.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 19.8%
軟体動物門 ﾘｿﾂﾎﾞ科 4.6%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 36.9%
紐形動物門 紐形動物門 5.7%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 4.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 22.9%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 15.2%
紐形動物門 紐形動物門 5.9%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 38.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 9.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 8.0%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 57.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 5.8%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 20.1%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 15.5%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 9.1%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 16.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 14.3%
環形動物門 ﾀﾞﾙﾏｺﾞｶｲ 11.2%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 14.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 7.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.4%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 6.4%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 6.4%
紐形動物門 紐形動物門 16.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.7%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 7.9%
環形動物門 Heteromastus sp. 13.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 10.2%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 7.4%
環形動物門 Heteromastus sp. 34.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 26.8%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.6%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 22.3%
環形動物門 Heteromastus sp. 9.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 8.0%

Ykm-3
Y-2

2006/02

2006/05

2005/11

2005/08

2005/05
門等

2007/08

2007/05

2007/02

2006/11

2006/08

2009/07

2008/11

2008/07

2007/11

2008/02

2015/01

2014/08

2013/08

2014/02

2009/10

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-3 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、1970 年頃からのモ

ニタリング結果がないため、ここでは 2003 年以降の調査結果から要因の考察を行

うこととした。 

全 1調査地点で粘土・シルト分は 60～90％程度であり、単調な変化傾向（細粒化・

粗粒化傾向）はみられなかった。 

底質の硫化物について、全 1地点で 0.01～0.4mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 1地点で 5～6％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また COD は全 1地点で 4～13mg/g 程度であり、増加傾

向がみられた(図 4.4.164)。 
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図 4.4.164 Ｙ２海域における底質の推移 

(図 4.4.162 図 2 Ｙ２海域におけるベントス調査地点と同じ地点)  
出典：環境省調査結果 
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これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータか

ら、単調な変化傾向はみられなかった。底質の動向とベントスの生息に明確な関係

の有無は確認されなかった。 
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ウ）有用二枚貝の減少 

本海域では、球磨川河口干潟（金剛干潟）などにおいて、タイラギの生息が確認

されている。アサリについて、かつては、漁獲がみられたが、現在は減少している。

サルボウについては、生息に関する情報がほとんどない。 

 

a) アサリ 

① 現状の問題点の特定 

球磨川河口域の干潟を中心としてアサリの漁獲が認められており、2008 年には

520 t に達していた（図 4.4.165）。本海域は河口干潟に属するため、大雨時の淡水

流入による突発的なへい死、台風等による逸散が多い。2011 年の梅雨時期の大雨に

よりアサリの大量へい死がみられて以降、漁獲量は 2～25 t と低迷しており、資源

の回復に至っていない。 

 

 
図 4.4.165 八代海Ｙ２海域におけるアサリ漁獲量の推移 

（2005～2015 年熊本県提供資料） 

 

② 要因の考察 

資源の回復がみられなかった要因として、近年は競合生物であるホトトギスガイ

の大量発生、ナルトビエイによる食害なども指摘されている。本海域のナルトビエ

イ群に関しては、有明海のナルトビエイ群に比較して、大型であることが報告され

ており、資源量の減少したアサリ母貝にとって、その捕食圧は無視できない。なお、

梅雨時期の大雨による低塩分水の影響を懸念する声がある。 

浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中で、保護

すべき資源量の把握など資源の持続的な利用に向けた知見が得られていないこと

が課題の一つとして挙げられる。 
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エ）まとめ 

八代海における生物・水産資源に係る問題点として、「ベントスの変化」、「有用

二枚貝の減少」、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」の４項目を取り上げ、問

題点の有無の確認を行い、これらの問題点の原因・要因の考察や海域の物理環境等

の現状・変化について整理した。 

Ｙ２海域（球磨川河口部）では、問題点として「有用二枚貝の減少」がみられ、

その原因・要因の考察を行った。ベントス（底生生物）について問題の有無は確認

されなかった。 

なお、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」に関する原因・要因の考察は八

代海全体でまとめて別に記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、1970 年頃のデータが無く、1970 年頃と現在の変化は不明

である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定することは困難

であるが、傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の１地点におけるデータでは、全ての分類群で種類数及

び個体数は経年的に単調な増加・減少傾向がみられなかった。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2003 年以降にお

けるデータでは単調な変化傾向はみられなかった。本海域では底質の動向とベント

スの生息に明確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）について、全１地点で粘土・シルト分は 60～90％程

度であり、単調な変化傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全１地点で 0.01～0.4mg/g 程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全１地点で 5～6％程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。また COD は全１地点で 4～13mg/g 程度で

あり、増加傾向がみられた。 

 

 

 

アサリについては、2008 年以降に漁獲量が減少している。 

アサリの浮遊幼生の量が低位で推移していると類推される。このような状況の中

で、保護すべき資源量の把握など資源の持続的な利用に向けた知見が得られていな

いことが課題の一つとして挙げられる。 

 

その他、アサリの減少を引き起こすおそれのある要因の一つとして、ナルトビエ

イによる食害がある。八代海における食害量のデータはないものの、有明海のデー

タからその可能性が類推される（有明海に比べ、ナルトビエイが大型であるとの報

告がある）。 
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（１２）Ｙ３海域（八代海湾央部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ３海域(八代海湾央部)は図 4.4.166 に示すように、八代海中央に位置し、滝川

ら(2004)、田井ら(2007)によると、流況は球磨川と長島海峡から御所浦島の南側を

通過して入ってくる外海水の影響を受けていると考えられる 1)､2)。滝川ら(2004)に

よると水質については、７月には梅雨時期の河川からの淡水流入により、表層の塩

分が低下し、密度成層が発達する 1)。 

底質については、シルトから細粒砂が分布している（図 3.5.6）3)。 

貧酸素水塊について、2014 年 8 月に溶存酸素 4mg/L を下回ったことが観察されて

いる。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 13件である（図 4.4.190

参照）。本海域は八代海南部から流入する外洋水と、球磨川河川水の影響を受ける

低塩分水塊の合流点にあたり、常に潮目が発達する。Chattonella属 やCochlodinium
属を主体とした鞭毛藻赤潮が初発して広域に拡大することが多い（櫻田ら 2008、

鬼塚ら 2011、Aoki et al. 2012）。 

有用二枚貝については、タイラギやサルボウの生息に関する情報がほとんどない。

アサリはごく小規模な生息が認められるが、資源変動に関する情報が少ない。 

本海域の中では御所浦島周辺で、マダイ、ブリなどの魚類が養殖されている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.166 Ｙ３海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ３海域では 1970 年頃のベントスのモニタリング結果が無く、1970 年頃と現在

の変化は不明である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定す

ることは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.168 に示すように、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、2地

点のうちYkm-4では種類数、個体数ともに単調な増加・減少傾向はみられなかった。

全体の出現主要種に大きな変化はみられなかった。日和見的で短命な有機汚濁耐性

種（シズクガイ(2013 年まで))が断続的に主要種となっている。Ykm-5 では種類数

は全ての分類群で単調な増加・減少傾向がみられず、個体数ではその他の分類群に

増加傾向がみられた。全体の出現主要種に大きな変化はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.4.167 Ｙ３海域におけるベントス調査地点 

Ykm-4 

Ykm-5 
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図 4.4.168 (1) Ｙ３海域におけるベントスの推移（Ykm-4） 
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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Ｙ３海域における出現主要種の変遷をみると、Ykm-4、Ykm-5 ともに継続して環形動

物の出現頻度が高い傾向がみられた。 
 
 

図 4.4.168(2) Ｙ３海域におけるベントスの推移（Ykm-5） 
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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Ｙ３海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-4 では、主要種のなか

では二枚貝類、環形動物が多くみられ、大

きな変動はみられなかった。 

なお、2013 年までは汚濁耐性種で強内

湾性の海域に生息できるとされているシ

ズクガイも主要種となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.17 (1) Ｙ３海域におけるベントスの出現主要種の推移（Ykm-4） 

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-4 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 13.0%
環形動物門 Sthenolepis sp. 13.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 13.0%
環形動物門 Sthenolepis sp. 23.1%
環形動物門 Heteromastus sp. 15.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.8%
環形動物門 Sthenolepis sp. 25.0%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 21.4%
棘皮動物門 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 16.1%
環形動物門 Mediomastus sp. 21.2%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 14.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 8.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 17.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 17.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.6%
環形動物門 Sthenolepis sp. 15.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 11.1%
棘皮動物門 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 41.3%
環形動物門 Sthenolepis sp. 18.7%
棘皮動物門 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 12.0%
環形動物門 Euchone sp. 22.9%
節足動物門 Corophium sp. 10.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 9.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 20.4%
紐形動物門 紐形動物門 10.2%
環形動物門 Nephtys sp. 10.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 9.3%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 7.4%
紐形動物門 紐形動物門 7.4%
環形動物門 Nephtys sp. 7.4%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 7.4%
環形動物門 Scolelepis sp. 7.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 19.2%
環形動物門 Sthenolepis sp. 19.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.5%
環形動物門 Euchone sp. 41.7%
節足動物門 Corophium sp. 16.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 5.1%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 37.5%
軟体動物門 ﾏｷｶﾞｲ綱 12.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ 12.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 12.5%
環形動物門 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 12.5%
環形動物門 Heteromastus sp. 12.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 39.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 15.5%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 14.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 11.7%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.7%
節足動物門 ﾒﾅｼﾋﾟﾝﾉ 11.7%
環形動物門 Sthenolepis sp. 22.6%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 20.9%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 6.8%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 31.5%
環形動物門 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 9.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 8.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 11.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾖｺﾔﾏｷｾﾜﾀｶﾞｲ 10.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ 8.7%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 8.7%
環形動物門 Heteromastus sp. 25.0%
軟体動物門 ｲｶ綱 12.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.5%
環形動物門 Prionospio sp. 12.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 15.0%
環形動物門 Heteromastus sp. 10.0%
節足動物門 Armandia sp. 10.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 10.0%

2014/08
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門等
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Ｙ３海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-5 では、2005 年から

2008 年までは、主要種のなかで節足動物

は多くみられたが、2009 年以降は環形動

物が多くみられる。 

なお、強内湾性の海域や富栄養化域に生

息できるとされているシズクガイが 2005

年から断続的に主要種となっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.17(2) Ｙ３海域におけるベントスの出現主要種の推移(Ykm-5) 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 34.4%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 33.1%
環形動物門 Prionospio sp. 9.6%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 25.5%
環形動物門 Terebellides sp. 10.9%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 7.3%
環形動物門 Sthenolepis sp. 25.0%
環形動物門 Magelona sp. 15.9%
棘皮動物門 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 13.6%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 25.0%
環形動物門 Euchone sp. 12.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 7.7%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 54.5%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 21.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 3.5%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 22.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 12.5%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 9.9%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 14.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 12.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 11.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.5%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 10.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 27.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 21.9%
紐形動物門 紐形動物門 9.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 13.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 10.9%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 10.9%
環形動物門 Sthenolepis sp. 20.0%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 11.1%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 8.9%
環形動物門 Euchone sp. 11.8%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 10.7%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 8.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｻｸﾗｶﾞｲ属 57.8%
棘皮動物門 ﾅﾏｺ綱 7.1%
環形動物門 Semelangulus sp. 4.5%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 4.5%
環形動物門 Sthenolepis sp. 15.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 15.2%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 10.9%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 22.8%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 18.9%
環形動物門 ﾉﾗﾘｳﾛｺﾑｼ科 8.7%
環形動物門 Terebellides sp. 25.0%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 10.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 9.6%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 24.1%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 10.8%
環形動物門 Sthenolepis sp. 8.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.4%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 8.1%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 8.1%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 32.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 9.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 7.3%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 14.3%
紐形動物門 紐形動物門 7.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 7.1%
棘皮動物門 ｶｷｸﾓﾋﾄﾃﾞ 7.1%
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【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-5 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、1970 年頃からのモ

ニタリング結果がないため、ここでは 2003 年以降の調査結果から要因の考察を行

うこととした(図 4.4.169)。 

全 2 調査地点のうち 1地点（Ykm-4）は粘土・シルト分が 100％に近い値で推移し、

他の 1地点は 70～90％程度であり、単調な変化傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみら

れなかった。 

底質の硫化物について、全 2 地点で 0.1～0.4mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった。 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 2地点で 8～12％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2 地点で 7～17mg/g 程度であり、その

うち 1 地点（Ykm-4）で増加傾向がみられ、他の 1 地点では単調な増加・減少傾向

はみられなかった。 

 

これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータで

は単調な変化傾向はみられなかった。底質の動向とベントスの生息に明確な関係の

有無は確認されなかった。 
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図 4.4.169 Ｙ３海域における底質の推移 
(図 4.4.167 Ｙ３海域におけるベントス調査地点と同じ地点)  

出典：環境省調査結果 
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ウ）まとめ 

八代海における生物・水産資源に係る問題点として、「ベントスの変化」、「有用

二枚貝の減少」、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」の４項目を取り上げ、問

題点の有無の確認を行い、これらの問題点の原因・要因の考察や海域の物理環境等

の現状・変化について整理した。 

Ｙ３海域（八代海湾央部）では、ベントス（底生生物）について問題の有無は確

認されなかった。 

なお、「魚類等の変化」に関する原因・要因の考察は八代海全体でまとめて別に

記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、1970 年頃のデータが無く、1970 年頃と現在の変化は不明

である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定することは困難

であるが、傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の全 2 調査地点におけるデータから、2 地点中 1 地点

（Ykm-5）でその他の分類群の個体数に増加傾向がみられたが、これ以外の分類群

及び他の 1 地点での種類数及び個体数は単調な増加・減少傾向がみられなかった。

2005 年以降におけるデータでは、日和見的で短命な有機汚濁耐性種（シズクガイ

(2013 年まで))が断続的に主要種となっている。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2003 年以降にお

けるデータでは単調な変化傾向はみられなかった。本海域では底質の動向とベント

スの生息に明確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）については、全 2調査地点のうち 1地点（Ykm-4）は

粘土・シルト分が 100％に近い値で推移し、他の 1 地点は 70～90％程度であ

り、単調な変化傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全 2地点で 0.1～0.4mg/g 程度であり、単調な増

加・減少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全 2 地点で 8～12％程度であり、単調

な増加・減少傾向はみられなかった。また、COD は全 2地点で 7～17mg/g 程度

であり、そのうち 1地点（Ykm-4）で増加傾向がみられ、他の 1地点では単調

な増加・減少傾向はみられなかった。 
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（１３）Ｙ４海域（八代海湾口東部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ４海域(八代海湾口東部)は図 4.4.170 に示すように、八代海湾口の黒之瀬戸で

東シナ海に接している海域である。村上ら(2004)によると、東シナ海との海水交換

は比較的少なく、獅子島の北側では西へ、南側では東への平均流が発達している 1)。 

水質については、滝川ら(2004)、田井ら(2007)によると、水温が冬期には湾奥部

より高くなり 2)､3)、滝川ら(2004)は、6～8月の梅雨時期において河川からの淡水流

入の影響により表層の塩分が低くなることを報告している 2)。 

増田ら(2011)によると、底質は砂泥質である 4)。 

貧酸素水塊について、2006 年 9 月に溶存酸素 3mg/L を下回ったことが観測されて

いる。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 11 件である（図 

4.4.190）。本海域は八代海南部で東シナ海の外洋水の影響を受けやすい。ここを初

発とする赤潮発生頻度は低いが、Ｙ３海域から赤潮水塊が養殖場へ流入し、甚大な

漁業被害が発生することが多い（鬼塚ら 2011、Aoki et al. 2012、折田ら 2013）。 

有用二枚貝について、タイラギ、アサリ、サルボウの生息に関する情報がほとん

どない。 

獅子島東岸、伊唐島、長島町東岸では、ブリを中心とした養殖が行われている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4.170 Ｙ４海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ４海域では 1970 年頃のベントスのモニタリング結果が無く、1970 年頃と現在

の変化は不明である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定す

ることは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.172 に示すように、2005 年以降の全 3調査地点におけるデータから、3地

点のうち Ykg-1 でその他の分類群の種類数に増加傾向がみられ、Ykg-2 で総個体数

及びその他の分類群の個体数に減少傾向がみられた。Ykg-3 では総種類数、環形動

物の種類数で減少傾向がみられた。これら以外のベントスの種類数・個体数に、単

調な増加・減少傾向はみられなかった。主要種の推移をみると、Ykg-1、Ykg-2、Ykg-3

ともに大きな変化はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.4.171 Ｙ４海域におけるベントス調査地点 

Ykg-1 

Ykg-2 

Ykg-3 
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図 4.4.172 (1) Ｙ４海域におけるベントスの推移（Ykg-1） 
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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図 4.4.172(2) Ｙ４海域におけるベントスの推移（Ykg-2） 
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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Ｙ４海域における出現主要種の変遷をみると、Ykg-1 では、節足動物、環形動物の
出現頻度が高い。Ykg-2 及び Ykg-3 では、環形動物が多くを占めていた。 
 
 

図 4.4.172(3) Ｙ４海域におけるベントスの推移（Ykg-3） 
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 

(種)

(個体数/m2)

0

50

100

150

200

250

2005/01 2007/01 2009/01 2011/01 2013/01 2015/01

総種類数 軟体動物門 環形動物門 節足動物門 そ の 他

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2005/01 2007/01 2009/01 2011/01 2013/01 2015/01

総個体数 軟体動物門 環形動物門 節足動物門 そ の 他



４章 4(13)Ｙ４海域 

 

4-4(13)-6 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ｙ４海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykg-1 では、主要種のなか

で節足動物門･環形動物門が多く、経年的

に大きな変動はみられなかった。 

総個体数が多かった2006年 2月にはヒ

トツメスガメ、2007 年 5 月、2009 年 7 月

及び 2015 年 1 月には Paraprionospio 

sp.(CI 型)、2007 年 8 月には線虫網、2014

年 2 月には Lanice sp.が多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.18 (1) Ｙ４海域におけるベントスの出現主要種の推移(Ykg-1) 

年月 種名 個体数割合

紐形動物門 紐形動物門 16.1%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 11.1%
節足動物門 Ampelisca sp. 10.8%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 15.0%
紐形動物門 紐形動物門 7.0%
節足動物門 Photis sp. 5.0%
節足動物門 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 35.6%
環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 25.0%
節足動物門 Ampelisca sp. 25.0%
節足動物門 ﾋﾄﾂﾒｽｶﾞﾒ 12.6%
節足動物門 ﾆｯﾎﾟﾝｽｶﾞﾒ 7.6%
節足動物門 Gammaropsis sp. 5.8%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 12.9%
紐形動物門 紐形動物門 8.6%
節足動物門 Ampelisca sp. 7.7%
紐形動物門 紐形動物門 19.7%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 13.5%
環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 6.2%
紐形動物門 紐形動物門 14.1%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 6.3%
棘皮動物門 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ科 4.7%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 22.6%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 7.2%
環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 4.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 16.9%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 6.9%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 5.6%
線形動物門 線虫綱 18.6%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 5.8%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 5.5%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 6.0%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 5.4%
環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 4.9%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 41.4%
線形動物門 線虫綱 6.4%
環形動物門 ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 4.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 28.1%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 6.0%
環形動物門 Sthenolepis sp. 4.9%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 12.1%
紐形動物門 紐形動物門 11.5%
環形動物門 Lumbrineris sp. 1.0%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 22.2%
節足動物門 ﾐｻｷｽｶﾞﾒ 15.6%
節足動物門 ﾏﾙｿｺｼﾗｴﾋﾞ 4.3%
環形動物門 Linopherus sp. 14.0%
環形動物門 ｱｼﾋﾞｷﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ 12.0%
環形動物門 ﾂﾊﾞｻｺﾞｶｲ科 7.8%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 20.3%
節足動物門 ﾎﾞﾄﾞﾄﾘｱ科 8.2%
線形動物門 線虫綱 6.9%
環形動物門 Lanice sp. 10.8%
環形動物門 Phyllochaetopterus sp. 9.0%
節足動物門 ﾐｻｷｽｶﾞﾒ 6.0%
節足動物門 ﾆｯﾎﾟﾝｽｶﾞﾒ 6.0%
節足動物門 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 5.6%
環形動物門 Eunice sp. 4.6%
環形動物門 Paraprionospio sp.(CI型) 14.1%
節足動物門 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ科 12.3%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 5.6%
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【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykg-1 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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Ｙ４海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykg-2 では、主要種のなか

で環形動物門が多く、経年的に大きな変動

はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.18(2) Ｙ４海域におけるベントスの出現主要種の推移(Ykg-2) 

年月 種名 個体数割合

環形動物門 Terebellides sp. 29.8%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 21.6%
環形動物門 Lumbrineris sp. 18.6%
環形動物門 Terebellides sp. 23.2%
環形動物門 Lumbrineris sp. 19.7%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 12.6%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 41.8%
環形動物門 Magelona sp. 20.9%
環形動物門 Sigambra tentaculata 19.0%
環形動物門 Magelona sp. 12.6%
環形動物門 Lumbrineris sp. 11.6%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 11.0%
環形動物門 Lumbrineris sp. 17.4%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 8.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.8%
環形動物門 Prionospio sp. 15.6%
環形動物門 Lumbrineris sp. 14.8%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 9.7%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 17.4%
環形動物門 Lumbrineris sp. 13.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 11.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 13.6%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 11.7%
環形動物門 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 10.0%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 12.6%
環形動物門 ｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ科 10.8%
環形動物門 Lumbrineris sp. 9.1%
環形動物門 Lumbrineris sp. 15.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.7%
環形動物門 Mediomastus sp. 11.6%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 18.6%
環形動物門 Sigambra tentaculata 14.3%
環形動物門 Lumbrineris latreilli 12.9%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 17.4%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 12.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 7.7%
環形動物門 ｳﾛｺﾑｼ科 14.1%
軟体動物門 二枚貝類 ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ属 10.2%
刺胞動物門 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 9.5%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 23.5%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 15.8%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.3%
環形動物門 Terebellides sp. 76.3%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 4.0%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 2.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 23.4%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 16.0%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 10.1%
環形動物門 Lumbrineris sp. 21.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.5%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 8.9%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 13.5%
環形動物門 Lumbrineris sp. 10.5%
環形動物門 Magelona sp. 7.5%
環形動物門 Notomastus sp. 7.5%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 7.5%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 13.8%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.1%
環形動物門 Lumbrineris sp. 9.5%
環形動物門 Magelona sp. 9.5%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 15.0%
環形動物門 Magelona sp. 11.7%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.0%
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【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykg-2 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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Ｙ４海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykg-3 では、主要種のなか

で二枚貝類、環形動物が多くみられ、経年

的に大きな変動はみられなかった。 

なお、有機汚濁耐性種の Lumbrineris 

longifoliaが 2006年から継続して主要種

となっているほか、2005 年及び 2006 年に

は汚濁耐性種で強内湾性の海域に生息で

きるとされているシズクガイが主要種と

なっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.18(3) Ｙ４海域におけるベントスの出現主要種の推移(Ykg-3) 

年月 種名 個体数割合

軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 29.9%
環形動物門 Prionospio sp. 8.3%
環形動物門 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ科 8.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 16.0%
環形動物門 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 13.9%
環形動物門 Chaetozone sp. 8.4%
環形動物門 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 24.5%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 19.4%
環形動物門 Magelona sp. 19.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｼｽﾞｸｶﾞｲ 12.0%
環形動物門 Mediomastus sp. 9.0%
環形動物門 Prionospio sp. 7.3%
環形動物門 Chaetozone sp. 20.2%
環形動物門 Tharyx sp. 10.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.9%
環形動物門 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 6.9%
環形動物門 Sigambra tentaculata 15.1%
環形動物門 Chaetozone sp. 13.9%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 10.7%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 13.2%
環形動物門 Mediomastus sp. 11.2%
環形動物門 Chaetozone sp. 9.6%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 14.5%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 10.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 8.0%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 16.2%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 7.8%
環形動物門 Nephtys sp. 7.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 16.7%
軟体動物門 二枚貝類 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科 9.8%
軟体動物門 二枚貝類 ﾆﾏｲｶﾞｲ綱 6.4%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 18.7%
環形動物門 Lumbrineris sp. 13.8%
環形動物門 Prionospio sp. 11.4%
軟体動物門 二枚貝類 ｹｼﾄﾘｶﾞｲ 37.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.1%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 5.6%
環形動物門 Streblosoma sp. 17.3%
刺胞動物門 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 15.2%
軟体動物門 ｱﾒﾌﾗｼ科 13.6%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 34.4%
環形動物門 Sigambra tentaculata 17.7%
環形動物門 Magelona sp. 4.9%
環形動物門 Mediomastus sp. 4.9%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 21.7%
環形動物門 Sigambra tentaculata 20.1%
軟体動物門 二枚貝類 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科 11.0%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 31.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 15.0%
軟体動物門 二枚貝類 ｽｴﾓﾉｶﾞｲ科 7.0%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 30.4%
環形動物門 ｴｰﾚﾙｼｽﾋﾟｵ 12.3%
環形動物門 Terebellides sp. 8.4%
環形動物門 Lumbrineris sp. 39.1%
環形動物門 Prionospio sp. 12.9%
軟体動物門 二枚貝類 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 9.3%
環形動物門 Lumbrineris longifolia 23.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 17.3%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 7.2%
環形動物門 Magelona sp. 7.2%
環形動物門 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ 28.1%
環形動物門 Lumbrineris sp. 19.3%
環形動物門 Sigambra tentaculata 12.6%
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2008/11
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門等 【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykg-3 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、1970 年頃からのモ

ニタリング結果がないため、ここでは 2003 年以降の調査結果から要因の考察を行

うこととした(図 4.4.173)。 

全 3 調査地点のうち 1地点（Ykg-1）は粘土・シルト分が 5～20％程度であり、減

少傾向がみられた。他の 2地点のうち 1点（Ykg-2）は 30～60％、他の 1地点（Ykg-3）

は 40～70％であり、単調な増加・減少傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみられなかっ

た。 

底質の硫化物について、全 3 地点のうち 1 地点（Ykg-1）は 0.01～0.05mg/g、他

の 2 地点は 0.01～0.2mg/L 程度であり、単調な増加・減少傾向はみられなかった。 

底質の有機物に関して、強熱減量は全 3地点で 4～9％程度であり、単調な増加・

減少傾向はみられなかった。また、COD は全 3 地点のうち 2 地点（Ykg-2、Ykg-3）

で 4～10mg/g 程度であり、増加傾向がみられた。他の 1 地点は 1.5～3.5mg/g 程度

であり、単調な増加・減少傾向はみられなかった。 
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図 4.4.173 Ｙ４海域における底質の推移 

(図 4.4.171 Ｙ４海域におけるベントス調査地点と同じ地点)  
出典：環境省調査結果 
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これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータで

は単調な変化傾向はみられなかった。底質の動向とベントスの生息に明確な関係の

有無は確認されなかった。 

 
 

ウ）まとめ 

八代海における生物・水産資源に係る問題点として、「ベントスの変化」、「有用

二枚貝の減少」、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」の４項目を取り上げ、問

題点の有無の確認を行い、これらの問題点の原因・要因の考察や海域の物理環境等

の現状・変化について整理した。 

Ｙ４海域（八代海湾口東部）では、ベントス（底生生物）について問題の有無は

確認されなかった。 

なお、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」に関する原因・要因の考察は八

代海全体でまとめて別に記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、1970 年頃のデータが無く、1970 年頃と現在の変化は不明

である。2005 年から約 10 年間のデータにより問題点を特定することは困難である

が、傾向の整理を行った。 

具体的には 2005 年以降の全 3 調査地点におけるデータから、全 3 地点のうち 1

地点（Ykg-2）で総個体数及びその他の分類群の個体数に減少傾向がみられ、他の 1

地点（Ykg-3）で総種類数及び環形動物門の種類数に減少傾向がみられ、さらに他

の 1 地点（Ykg-1）でその他の分類群の種類数に増加傾向がみられた。これら以外

の分類群では単調な増加・減少傾向はみられなかった。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2003 年以降にお

けるデータでは単調な変化傾向はみられなかった。また、本海域では底質の動向と

ベントスの生息に明確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）については、全 3調査地点のうち 1地点（Ykg-1）は

粘土・シルト分が 5～20％程度であり、減少傾向がみられた。他の 2地点のう

ち 1点（Ykg-2）は 30～60％、他の 1地点（Ykg-3）は 40～70％であり、単調

な増加・減少傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみられなかった。 

・ 底質の硫化物について、全 3地点のうち 1地点（Ykg-1）は 0.01～0.05mg/g、

他の 2 地点は 0.01～0.2mg/L 程度であり、単調な増加・減少傾向はみられな

かった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全 3地点で 4～9％程度であり、単調な

増加・減少傾向はみられなかった。また、COD は全 3地点のうち 2地点（Ykg-2、

Ykg-3）で 4～10mg/g 程度であり、増加傾向がみられた。他の 1 地点は 1.5～

3.5mg/g 程度であり、単調な増加・減少傾向はみられなかった。 
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（１４）Ｙ５海域（八代海湾口西部） 

 

ア）この海域の特性 

Ｙ５海域(八代海湾口西部)は図 4.4.174 に示すように、八代海湾口の長島瀬戸で

東シナ海に接している海域である。村上ら(2004)によると、東シナ海との海水交換

は長島海峡で行われており、地形的な要因から流れが加速する海域と滞留する海域

が複雑に入り組んでいる 1)。 

水質については、滝川ら(2004)、田井ら(2007)によると、東シナ海を北上する暖

流（対馬海流）の影響により水温が冬期には湾奥部(Ｙ１海域)より高くなる 2)､3)。 

増田ら(2011)によると、底質は砂泥質である 4)。 

貧酸素水塊について、牛深水道は潮流が速く、成層がほとんど発達しないために

貧酸素の発生は認められない。ただし、枝湾の奥部では小規模な溶存酸素低下が認

められる。 

赤潮について、本海域は 2011～2015 年の赤潮発生件数が 52件である（図 4.4.190

参照）。本海域では東シナ海の外洋水の影響が強く、海域全体を覆う赤潮の発生頻

度は少ないが、楠浦湾、宮野河内湾、浅海湾、深海湾、浦底浦、牛深地先など養殖

場の多い枝湾では小規模な赤潮発生の頻度が高い（鬼塚ら 2011、Aoki et al. 2012、

折田ら 2013）。 

有用二枚貝については、タイラギ、サルボウの生息に関する情報がほとんどない。

アサリは楠浦湾や宮野河内湾でわずかに漁獲が見られる。 

本海域の中では牛深水道部の枝湾を中心に、ブリ、マダイ、シマアジ等の養殖が

行われている。また、楠浦湾口周辺にはマグロ養殖場も存在する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4.4.174 Ｙ５海域位置 
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イ）ベントスの変化 

a) 現状と問題点の特定 

Ｙ５海域では 1970 年頃のベントスのモニタリング結果が無く、1970 年頃と現在

の変化は不明である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定す

ることは困難であるが、以下のとおり傾向の整理を行った。 

図 4.4.176 に示すように、2005 年以降の全 2調査地点におけるデータから、2地

点のうちYkm-6では種類数では総種類数、環形動物、節足動物で減少傾向がみられ、

個体数も総個体数、環形動物、節足動物に減少傾向がみられた。Ykm-7 ではその他

の分類群の種類数に増加傾向がみられた。これら以外の分類群の種類数・個体数に、

単調な増加・減少傾向はみられなかった。主要種の推移をみると、Ykm-6、Ykm-7 と

も大きな変化はみられなかった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 4.4.175 Ｙ５海域におけるベントス調査地点 

Ykm-6 

Ykm-7 
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図 4.4.176 (1) Ｙ５海域におけるベントスの推移(Ykm-6)  
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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図 4.4.176(2) Ｙ５海域におけるベントスの推移(Ykm-7)  
出典：平成 17～26 年度環境省調査結果 
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Ｙ５海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-6 では、主要種のなか

で環形動物が多くみられ、経年的に大きな

変動はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.19 (1) Ｙ５海域におけるベントスの主要種の推移(Ykm-6) 

年月 種名 個体数割合

環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 23.4%
節足動物門 Corophium sp. 9.4%
環形動物門 Lumbrineris sp. 5.2%
環形動物門 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 14.6%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 7.4%
環形動物門 Notomastus sp. 6.6%
環形動物門 Lumbrineris sp. 36.6%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 16.6%
環形動物門 Magelona sp. 14.1%
環形動物門 Lumbrineris sp. 17.7%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 14.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 10.1%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 9.7%
環形動物門 Lumbrineris sp. 7.0%
環形動物門 Micronephthys sp. 6.2%
環形動物門 Paraprionospio sp.(B型) 16.3%
環形動物門 Lumbrineris sp. 12.5%
環形動物門 ﾄﾉｻﾏｺﾞｶｲ科 10.8%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 13.2%
節足動物門 ｶﾄﾞｿｺｼﾗｴﾋﾞ 8.1%
環形動物門 Sigambra tentaculata 7.8%
環形動物門 Tharyx sp. 15.3%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 9.3%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 7.7%
環形動物門 Mediomastus sp. 11.3%
環形動物門 Lumbrineris sp. 7.1%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 7.0%
環形動物門 Magelona sp. 12.4%
環形動物門 Lumbrineris sp. 10.2%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 7.5%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 14.1%
棘皮動物門 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 13.1%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 7.8%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 18.6%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 11.5%
環形動物門 Magelona sp. 7.1%
軟体動物門 Reticunassa sp. 12.8%
環形動物門 ｳﾛｺﾑｼ科 12.8%
軟体動物門 Zeuxis sp. 6.4%
軟体動物門 二枚貝類 ﾕｳｶｹﾞﾊﾏｸﾞﾘ属 6.4%
節足動物門 ﾚﾌﾟﾄｹﾘｱ科 25.3%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 21.1%
環形動物門 Lumbrineris sp. 9.8%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 14.8%
環形動物門 Lumbrineris sp. 11.7%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 7.6%
環形動物門 Aricidea sp. 18.2%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 11.7%
環形動物門 Sigambra tentaculata 8.0%
環形動物門 Lumbrineris sp. 26.0%
紐形動物門 紐形動物門 8.0%
棘皮動物門 ﾊﾅｷﾞﾝﾁｬｸ科 7.4%
環形動物門 Lumbrineris sp. 27.8%
環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 8.4%
環形動物門 Paralacydonia paradoxa 7.1%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 30.9%
環形動物門 Lumbrineris sp. 10.9%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 6.1%
環形動物門 ﾊﾟﾗｵﾆｽ科 20.7%
環形動物門 Sigambra tentaculata 13.2%
紐型動物門 紐形動物門 7.4%
環形動物門 Prionospio sp. 7.4%
星口動物門 ｲﾄｸｽﾞﾎｼﾑｼ属 7.4%

2006/05

2005/11

2005/08

2006/02

2005/05

Ykm-6
Y-5

門等

2009/10

2009/07

2008/11

2006/11

2006/08

2007/05

2007/02

2014/08

2015/01

2013/08

2014/02

2008/02

2007/08

2007/11

2008/07

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-6 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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Ｙ５海域における出現主要種の変遷を

詳細にみると、Ykm-7 では、主要種のなか

で節足動物門が多くみられ、経年的に大き

な変動はみられなかった。 

総個体数が多かった 2005 年 5 月、同年

8月及び 2014 年 8 月には Caprella sp.、

2006 年 5 月にはタマエガイ属、2008 年 7

月にはヒサシソコエビ科、2015 年 1 月に

は Corophium sp.（ドロクダムシ類）が多

くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.4.19(2) Ｙ５海域におけるベントスの主要種の推移（Ykm-7） 

年月 種名 個体数割合

節足動物門 Caprella sp. 26.9%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 21.1%
節足動物門 Corophium sp. 15.9%
節足動物門 Caprella sp. 34.6%
節足動物門 Corophium sp. 7.6%
節足動物門 ﾆｯﾎﾟﾝｽｶﾞﾒ 5.2%
節足動物門 Corophium sp. 13.9%
環形動物門 Armandia sp. 11.1%
環形動物門 Pseudopolydora sp. 10.3%
軟体動物門 二枚貝類 ｲｶﾞｲ科 8.6%
環形動物門 Armandia sp. 7.4%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 7.3%
軟体動物門 二枚貝類 ﾀﾏｴｶﾞｲ属 22.7%
軟体動物門 ｽｲﾌｶﾞｲ科 4.8%
棘皮動物門 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 4.7%
節足動物門 Corophium sp. 11.3%
節足動物門 Urothoe sp. 9.9%
環形動物門 Prionospio sp. 9.5%
環形動物門 Pseudopolydora sp. 14.2%
環形動物門 Armandia sp. 9.2%
環形動物門 Sigambra tentaculata 6.8%
環形動物門 Armandia sp. 18.4%
棘皮動物門 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 12.0%
環形動物門 Pseudopolydora sp. 6.8%
節足動物門 Urothoe sp. 22.9%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 14.9%
環形動物門 Prionospio sp. 8.1%
節足動物門 Caprella sp. 19.1%
節足動物門 Urothoe sp. 14.2%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 7.5%
環形動物門 Pseudopolydora sp. 15.1%
節足動物門 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 10.0%
環形動物門 Sigambra tentaculata 9.8%
棘皮動物門 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 13.8%
環形動物門 Pseudopolydora sp. 11.0%
環形動物門 ｲﾄｺﾞｶｲ科 8.0%
節足動物門 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 39.8%
節足動物門 ﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ属 17.7%
刺胞動物門 ｳﾐｻｶﾂﾞｷｶﾞﾔ科 4.2%
環形動物門 Eunice sp. 8.4%
環形動物門 Pseudopolydora sp. 6.5%
環形動物門 Sigambra tentaculata 5.9%
節足動物門 Eurydice sp. 19.8%
節足動物門 Urothoe sp. 17.8%
環形動物門 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ科 7.2%
節足動物門 ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 28.4%
節足動物門 Urothoe sp. 15.8%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 7.9%
節足動物門 Urothoe sp. 19.9%
節足動物門 ｳﾐﾎﾀﾙ科 7.5%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 6.9%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 20.7%
環形動物門 Armandia sp. 6.8%
棘皮動物門 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 6.8%
節足動物門 Caprella sp. 63.5%
節足動物門 ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ 18.9%
節足動物門 ﾆｯﾎﾟﾝｽｶﾞﾒ 1.3%
節足動物門 Corophium sp. 16.0%
節足動物門 Photis sp. 7.6%
節足動物門 ｶｲﾑｼ目 6.4%

2005/11

2006/02

2006/05

2005/08

Y-5
Ykm-7

2005/05
門等

2013/08

2006/08

2006/11

2007/02

2007/05

2014/08

2015/01

2014/02

2007/11

2008/02

2008/07

2007/08

2008/11

2009/07

2009/10

【採取方法】 

船上からスミス・マッキンタイヤ型採泥器（採泥面積 0.05m2）

を用いて表層泥を採取した。採泥回数は 10 回とした。 

 

【主要種の選定方法】 

年ごとに、Ykm-7 において個体数が多い順に 3 種抽出した。

同数の場合は併記した。 

 

【出典】 

平成 17～26 年度環境省調査結果より取りまとめ 
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b) 要因の考察 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質について、1970 年頃からのモ

ニタリング結果がないため、ここでは 2003 年以降の調査結果から要因の考察を行

うこととした(図 4.4.177)。 

全 2 調査地点のうち 1 地点（Ykm-6）は粘土・シルト分が 40～60％程度、他の 1

地点（Ykm-7）は 2～10％程度であり、単調な変化傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみ

られなかった。 

底質の硫化物については、全 2 地点のうち 1 地点（Ykm-6）は 0.02～0.2mg/g 程

度、他の 1地点（Ykm-7）は 0.01～0.03mg/g 程度であり、単調な増加・減少傾向は

みられなかった。 

底質の遊金物に関して、強熱減量は全 2地点のうち 1地点（Ykm-6）は 7～10％程

度、他の 1 地点（Ykm-7）は 3～4％程度であり、単調な増加・減少傾向はみられな

かった。また、COD は全 2地点のうち 1地点（Ykm-6）は 4～12mg/g 程度であり、増

加傾向がみられた。他の 1地点（Ykm-7）は 1～2mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった。 

 

これらの結果から、底質については、本海域では 2003 年以降におけるデータか

ら単調な変化傾向はみられなかった。底質の動向とベントスの生息に明確な関係の

有無は確認されなかった。 
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図 4.4.177 Ｙ５海域における底質の推移 

(図 4.4.175 Ｙ５海域におけるベントス調査地点と同じ地点)  
出典：環境省調査結果 
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ウ）まとめ 

八代海における生物・水産資源に係る問題点として、「ベントスの変化」、「有用

二枚貝の減少」、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」の４項目を取り上げ、問

題点の有無の確認を行い、これらの問題点の原因・要因の考察や海域の物理環境等

の現状・変化について整理した。 

Ｙ５海域（八代海湾口西部）では、ベントス（底生生物）について問題の有無は

確認されなかった。 

なお、「魚類等の変化」及び「ノリ養殖の問題」に関する原因・要因の考察につ

いては、八代海全体でまとめて別に記載した（（１５）八代海全体 参照）。 

 

ベントスについては、1970 年頃のデータが無く、1970 年頃と現在の変化は不明

である。2005 年以降の約 10 年間のデータのみにより問題点を特定することは困難

であるが、傾向の整理を行った。 

具体的には、2005 年以降の全 2 調査地点におけるデータから、全 2 点中 1 地点

（Ykm-6）では種類数及び個体数ともに総種類(個体)数、環形動物門及び節足動物

門で減少傾向がみられた。他の 1 地点（Ykm-7）でその他の分類群の種類数に増加

傾向がみられた。これら以外の分類群では単調な増加・減少傾向はみられなかった。 

 

ベントスの生息と密接な関係があるといわれる底質については、2003 年以降にけ

るデータから単調な変化傾向はみられなかった。本海域では底質の動向とベントス

の生息に明確な関係の有無は確認されなかった。 

・ 底質の泥化（細粒化）については、全 2 調査地点のうち 1地点（Ykm-6）は

粘土・シルト分が 40～60％程度、他の 1地点（Ykm-7）は 2～10％程度であり、

単調な変化傾向（細粒化・粗粒化傾向）はみられなかった。 

・ 底質の硫化物については、全 2地点のうち 1地点（Ykm-6）は 0.02～0.2mg/g

程度、他の 1 地点（Ykm-7）は 0.01～0.03mg/g 程度であり、単調な増加・減

少傾向はみられなかった。 

・ 底質の有機物に関して、強熱減量は全 2地点のうち 1地点（Ykm-6）は 7～

10％程度、他の 1地点（Ykm-7）は 3～4％程度であり、単調な増加・減少傾向

はみられなかった。また、COD は全 2地点のうち 1地点（Ykm-6）は 4～12mg/g

程度であり、増加傾向がみられた。他の 1 地点（Ykm-7）は 1～2mg/g 程度で

あり、単調な増加・減少傾向はみられなかった。 
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（１５）八代海全体 

 
八代海における問題点とその原因・要因は海域ごとに異なると考えられたことか

ら、前節までは環境特性により区分した海域ごとに問題点の特定及びその要因の考

察を進めてきた。 

一方、八代海が抱える諸問題には、ノリ養殖業に関する問題点など、環境特性に

よる海域区分で検討しては事象を捉えることができないものや、魚類など、空間と

して八代海全体で捉えるべきものもある。 

このため、本節では八代海全体に係る問題点として、「魚類等の変化（魚類養殖

業の問題を含む。）」及び「ノリ養殖の問題」について整理し、その原因・要因につ

いて考察を行うこととした。 
 
 

ア）魚類養殖業の問題 

a) 現状と問題点の特定 

八代海では、ブリ、マダイ、トラフグ、シマアジなどの魚類養殖や真珠養殖業等

が行われている。八代海における魚類養殖については、ブリ類とタイ類で全体の

90％以上を占めていることから、ここでは両者の生産量と問題点について考察する。

図 4.4.178 にブリ類の、図 4.4.179 にタイ類の生産量を示した。ブリ類について

は、生産量が横ばいに転じた 1990 年代中頃以降（赤潮による大きな漁業被害があ

った 2010 年を除く。）、概ね 17,000～23,000ｔの範囲で推移している。 
 

 
 

図 4.4.178 八代海におけるブリ類生産量の経年推移 

   出典：昭和 50～平成 25年 熊本農林水産統計年報及び鹿児島農林水産

統計年報より 

     ※矢印は赤潮により１億円以上の漁業被害が発生した年を示す 
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図 4.4.179 八代海におけるタイ類生産量の経年推移 

   出典：昭和 50～平成 25年 熊本農林水産統計年報 

及び鹿児島農林水産統計年報より 

       ※矢印は赤潮により１億円以上の漁業被害が発生した年を示す 

 

 

タイ類については、生産量が横ばいに転じた 1990 年代中頃以降、概ね 7,400～

12,000ｔの範囲で推移している。 

赤潮生物のなかでも、Cochlodinium 属と Chattonella 属については、魚類、特にブ

リ類に対する毒性が強いため、赤潮が発生すると養殖魚類に甚大な被害を与えるこ

とが知られている。 

 

b) 原因・要因の考察 

ブリ類については、2000 年に Cochlodinium 属赤潮の発生による生産減少が生じた

ほか、2009 年及び 2010～2011 年に発生した生産減少の要因として、主に

Chattonella 赤潮による減産の影響が大きい。 

八代海においては魚類養殖が広範囲に営まれていること、Chattonella は魚類に

対する毒性が強く、赤潮が発生すると養殖魚類に甚大な被害を与えることから、こ

の海域における 2009 年以降の安定した魚類養殖の生産を阻害している重要な要因

であると考えられる。 

八代海における Chattonella 属等の赤潮発生について、発生件数、最大細胞密度

を図 4.4.180、図 4.4.181 に示した。Chattonella 属は熱帯域から温帯域に広く分

布する凡世界種であり、国内では三重県海域、瀬戸内海、舞鶴湾、有明海、八代海、

鹿児島湾で赤潮の発生が知られている。瀬戸内海では 1970～1980 年代に赤潮が猛

威をふるったが近年は減少傾向である。1980 年代中頃から有明海や八代海で本種の
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赤潮が頻発するようになり、現在、国内でも本種の赤潮発生が多い海域となってい

る。 

Chattonella 属による赤潮は、1998 年まで散発的で規模も小さく、漁業被害はほと

んど発生していなかった。しかし、2003～2010 年まで発生頻度・規模が急激に拡大

し（図 4.4.182）、漁業被害額は 2008 年に 1.8 億円（ブリ類やシマアジを中心に 7.6

万尾へい死）、2009 年に 28.7 億円（ブリ類、マダイ、シマアジ、トラフグを中心に

245.4 万尾へい死）、2010 年に 52.7 億円（ブリ類、マダイ、シマアジ、トラフグを

中心に 278.1 万尾へい死）をもたらした。2016 年にも 4.3 億円（ブリ類、シマアジ、

カンパチを中心に 20 万尾へい死）の漁業被害が生じた。 

Cochlodinium 属（ほとんどが C. polykrikoides）に関しては、1978～1981 年、1991

年、2000～2007 年と一定期間ごとにまとまった出現を示していた（図 4.4.182）。

特に 2000～2003 年にかけての熊本県海域における赤潮発生頻度・規模は大きく、

2000 年の赤潮発生では魚類養殖魚へ 39.8 億円（ブリ類、マダイ、シマアジ、トラ

フグを中心に 217 万尾へい死）の漁業被害をもたらした。近年では 2015 年にブリ

が 8,800 尾へい死している。なお、Chattonella 属と Cochlodinium 属による魚類のへ

い死について、鰓機能の障害による窒息死という症状について共通している。 

八代海においては、Cochlodinium 属と比べると Karenia 属による赤潮の発生頻度

は少なく、1989 年、2000 年、2009 年、2015 年及び 2016 年に発生している。1989

年の赤潮では 2.5 億円（ブリ類、マダイ、シマアジ、トラフグを中心に 15.4 万尾

へい死）の漁業被害が発生している。2015 年と 2016 年は連続して本種の赤潮が発

生し、養殖ブリがそれぞれ 7,800 尾及び 3,000 尾へい死した。 

Heterosigma 属（ほとんどが H. akashiwo）による赤潮は散発的に発生しているが、

上記３種に比較すると毒性が低く、大きな漁業被害は発生していない。 
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図 4.4.180 八代海（熊本県海域）における Chattonella 属と Cochlodinium 属によ

る赤潮発生日数、最大細胞密度の経年変化 

出典：九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（昭和 53年～平成 27 年）」より整理 
 

 
図 4.4.181 八代海（鹿児島県海域）における Chattonella 属と Cochlodinium 属に

よる赤潮発生日数、最大細胞密度の経年変化 

出典：九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（昭和 53年～平成 27 年）」より整理 
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図 4.4.182 八代海における有害赤潮発生規模の推移 

（出典：水産庁九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（昭和 53年～平成 27 年）」より整理） 

赤潮の発生規模を反映するため、以下のように総出現細胞数を算出した 

総出現細胞数＝赤潮発生日数×最大細胞密度（cells/mL） 

当該年に複数回赤潮が発生した場合、発生毎に上記の計算を行って合計した 
 
 
 

 
八代海では Chattonella 属や Cochlodinium 属による赤潮発生が繰り返し発生し

ている。ここでは、漁業被害が最も大きい Chattonella 属の赤潮発生状況と問題点

について考察する。 

 

表 4.4.20 に、2010 年の八代海において発生したブリの大量へい死に関する調査

結果を示した。各ブリ漁場における毎日のブリ死亡（寒色系）と当日の Chattonella

細胞密度（暖色系）との関係をみたところ、いずれの漁場においても Chattonella

の細胞密度が高い日あるいはそれより数日遅れてブリの死亡も発生しており、本種

の細胞密度の上昇がブリのへい死に密接に関与していたことが読み取れる。 
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表 4.4.20 2010 年赤潮被害発生時の養殖漁場毎のブリ被害発生状況と Chattonella 属細胞密度との関係 

 
縦方向に養殖漁場名、横方向に日付が並んでいる。各地点の上段（赤色）は Chattonella 属細胞密度（cells/mL）、下段（青色）はブリ被害率（へい死発生

生簀数÷全生簀数の%表示）を示す。 

細胞密度・被害率の表示色の濃淡を、数値の大小に応じて変えた。水深別・時刻別の Chattonella 細胞密度記録のうち、ブリの分布水深に近い 5～10m 深に

おけるデータを抽出し、さらに抽出データの中での日内最大値を、ブリへい死と関連の深いものとして表示した。空欄は、データがないことを意味する。 

 
（出典：水産総合研究センター・鹿児島県・東町漁業協同組合（2012）2010 年の八代海域でのシャットネラ属赤潮発生と鹿児島県海域での養殖ブリの大量へい死現象：魚御者

への聞き取り調査結果の統計的解析法による被害要因解明報告書） 
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次に魚類養殖業の阻害要因であるChattonella赤潮の発生と環境要因との関係に

ついて考察する。Chattonella 属の生活史を図 4.4.183 に示す。本属は海底泥中で

耐久性の休眠胞子（シスト）を形成し、越冬した後に春先に発芽して栄養細胞とな

り、無性的な２分裂を繰り返すことで増殖する。従って、赤潮の発生はシストの分

布と発芽、発芽した栄養細胞の増殖過程の２段階によって影響を受ける。 

 
 

 
 
 
 

 

図 4.4.184 に八代海海域における Chattonella 属シストの分布を示した。

Chattonella 属の休眠胞子は八代海全域に分布している。過去の知見において、

Chattonella 属のシストは赤潮発生規模が大きく、かつ底質の泥分率が高い海域にお

いて高密度に分布することが知られている（今井 2000）。 
シストは広範囲に分布していること、シストの分布には年変動があることなどか

ら、このデータのみから、特定の海域が赤潮の初発海域であると断定することは困

難である。 
 

 

図 4.4.183 Chattonella 属の生活史 

（出典 今井（2000）の図を改変） 
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図 4.4.184(1)  八代海における Chattonella 属休眠胞子（シスト）の分布状況 

（出典：水産研究・教育機構 瀬戸内海区水産研究所のホームページより

http://feis.fra.affrc.go.jp/topics/230610-chattonella/230610-chattonella.html） 
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図 4.4.184(2)  八代海における Chattonella 属休眠胞子（シスト）の分布状況 

（出典：水産研究・教育機構 瀬戸内海区水産研究所のホームページより

http://feis.fra.affrc.go.jp/topics/230610-chattonella/230610-chattonella.html） 

 

 

シストより発芽し、海域へ出現した遊泳細胞は水温の上昇とともに分裂増殖する。

これら初期増殖域は通常海水の停滞性が強い海域でみられることが多い。また、河

口域など、極度に低塩分化する海域では至適水温であっても増殖阻害を受ける。過

去のモニタリング調査の結果から、初期増殖域はＹ２もしくはＹ３海域を中心とし

た海域であることが推定されている。 

遊泳細胞の急激な増殖は水温が 20 度を超える夏期にみられ、室内培養試験から

得られた至適増殖水温（図 4.4.185）と実際の海域における高密度出現時の水温（図 

4.4.186）は概ね一致している。従って、本種の増殖には第一義的に水温が重要な

影響を及ぼしていることが推定される。 
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図 4.4.185 諫早湾産ラフィド藻 Chattonella antiqua の水温・塩分に対する 

増殖応答 

（出典： 山砥稔文，坂口昌生，岩滝光儀，松岡數充（2006）諫早湾に出現する有害

赤潮鞭毛藻 4 種の増殖に及ぼす水温，塩分の影響. 日本水産学会誌，72(2), 160-168） 
 
 

 
 

図 4.4.186 2009 年および 2010 年八代海における Chattonella antiqua 出現密度と 

水温・塩分の関係 

（出典：熊本県及び鹿児島県による観測データを環境省で整理） 

 

折田ら（2013）は、水温上昇期における Chattonella 赤潮の発生と気象の関係につ

いて、重回帰分析により検討したところ、６月中旬までの日照時間、平均風速およ

び入梅日の３項目が１％未満の危険率で赤潮発生率と非発生率の平均値に有意差

が認められたことを示した。北東風の増加は海底に存在するシストからの栄養細胞

の発芽量促進、日照時間増加は増殖初期の光合成を促進し、遅い入梅日により赤潮

発生密度に達するのに必要な栄養塩の供給タイミングが一致することで赤潮発生

に影響していることが推定されている。 
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また、折田ら（2013）は、過去の発生状況から、八代海における赤潮について以

下のⅠからⅢのパターンを示している（図 4.4.187）。Ⅰが発生頻度が高く、漁業

被害はⅠとⅢで高くなる。漁業被害が大きかった 2009 年に関して、折田ら（2013）

は、赤潮の初発期は一枝湾である楠浦湾を中心とした出現であったためⅠ型として

区分した。一方、Aoki et al.(2012)に示された観測結果と漂流シミュレーション

によれば、後期はⅢ型となって南部漁場へ流入したと推定され、観測結果とも概ね

一致している（Aoki et al. 2012。図 4.4.188）。2010 年に関しては、前期のⅠ型

から、後期はⅢ型に推移しながら赤潮水塊が八代海全域のみならず湾口部で接続す

る牛深海域まで移流して被害を拡大させている（図 4.4.189、鬼塚ら 2011）。Ⅲ型

が発生する原因として、河口域からもたらされる豊富な栄養塩を用いてＹ２もしく

はＹ３海域で増殖した Chattonella の赤潮水塊が、吹送流や密度流によって主要な

漁場が存在するＹ４やＹ５海域へと移流拡散し、急激な細胞密度の上昇によって魚

類のへい死を引き起こすためであると推定されている。 

 

 

 
図 4.4.187 八代海における Chattonella 属赤潮の発生パターン 

（折田ら 2013 年の図を改変） 
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図 4.4.188 粒子追跡実験結果（上段）と 2009 年 Chattonella 属赤潮発生状況（下段） 

との関係 

 (出典： Aoki K., Onitsuka G., Shimizu M., Kuroda H., Matsuyama Y., Kimoto K., Matsuo 

H., Kitadai Y., Sakurada K., Nishi H., Tahara Y.  (2012) Factors controlling the 

spatio-temporal distribution of the 2009 Chattonella antiqua bloom in the Yatsushiro 

Sea, Japan. Estuarine, Coastal and Shelf Science   114(1) 148-155.) 
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図 4.4.189  2010 年シャットネラ赤潮発生状況 

（出典： 鬼塚 剛、青木 一弘、清水 学、松山 幸彦、木元 克則、松尾 斉、耒代 勇樹、西 広

海、田原 義雄、櫻田 清成（2011） 2010 年夏季に八代海で発生した Chattonella antiqua 赤潮

の短期動態 ―南部海域における出現特性―．水産海洋研究 75(3), 143-153. 

 
 

一般的に赤潮の発生には、好適な物理学的環境下（潮流、日照時間・光強度、水

温）において、植物プランクトンの生長に必要な栄養塩等の負荷、および競合他種

との栄養競合、動物プランクトンによる捕食など、化学的および生物学的要因も影

響する。一般的に沿岸や内湾域における過度の魚類養殖業の展開は、残餌や糞尿か

ら海域への栄養塩負荷を引き起こすことが知られており（例えば西村 1982）、

Cochlodinium 属赤潮については、魚類養殖が盛んな海域で発生頻度が高く、魚類養

殖に伴う負荷との関連が示唆されている（環境省 有明海・八代海総合調査評価委

員会（2006（平成 18）年 12 月）委員会報告）。 

八代海における 2011～2015 年かけての赤潮発生件数（海域別）を図 4.4.190 に
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示した。Ｙ１～Ｙ４海域の夏期の赤潮発生件数は 10～18 件であったが、外洋水の

影響が大きいＹ５海域では 42 件と最も赤潮発生件数が多かった。この海域を初発

とする大規模な赤潮発生は過去にほとんど認められていないが、枝湾が多く、この

奥部での赤潮発生件数が多いことが影響している。従って、こうした枝湾の内部で

は、潮流の停滞と魚類養殖に伴う負荷の影響で、赤潮発生件数が増加している可能

性が示唆される。内湾奥部発生型の赤潮においては、漁場周辺の栄養塩環境も影響

していることが推定される。 
 
 

 
図 4.4.190 八代海における海域別赤潮発生件数 

水産庁九州漁業調整事務所「九州海域の赤潮（平成 23～27 年度）」をもとに環境省が作成 

 
 

こうした魚類養殖由来の栄養負荷を軽減するため、魚類養殖場における大型藻類

のコンブや懸濁物除去のための二枚貝の混合養殖についても取り組まれている（図 

4.4.191）。 

また、各漁場では、持続的養殖生産確保法に基づく漁場改善計画を策定している。 
 

 
図 4.4.191 八代海の魚類養殖業者による藻類・貝類の混合養殖例 

東町漁協青壮年部提供資料 
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c) まとめ 

八代海における魚類養殖については、ブリ類とタイ類で全体の 90%以上を占めて

いる。生産量は 1975 年以降の統計データから、1975 年以降増加し、横ばいに転じ

た 1990 年代中頃以降にはブリ類は概ね 17,000～23,000ｔの範囲で、タイ類は概ね

7,400～12,000ｔの範囲で推移しているが、2000年にはCochlodinium属赤潮で、2008

年～2010 年及び 2016 年には Chattonella 属赤潮によって大きな漁業被害が発生し

ている。  

Chattonella 赤潮は、発生すると養殖魚類に甚大は被害を与えることから、八代海

おける安定した魚類養殖の生産を阻害している重要な要因であると考えられる。 

Chattonella 赤潮は、2003～2010 年まで発生頻度・規模が急激に拡大し、2009 年

に 28.7 億円、2010 年に 52.7 億円、2016 年に 4.3 億円の漁業被害額をもたらした。 

八代海における赤潮は、発生頻度は地元成長広域型が高く、漁業被害は地元成長

広域型と流入型で高くなる。2010 年には、赤潮が八代海全域のみならず湾口部で接

続する牛深海域まで移流して被害をもたらした。 

なお、八代海において、T-N、T-P の海域への直接負荷を含めた汚濁負荷量につい

ては、2006、2009 年度頃が最大であり、2010 年度以降はやや少ない傾向にある。

魚類養殖（2009～2013 年度平均）の負荷量は T-N では全体の 27～31％程度、T-P で

は全体の 34～48％程度を占め、陸域からの流入負荷とともに大きな負荷源となって

いる。（図 3.1.8 参照）。 

  


